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DOIとは
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Digital Object Identifier とは、Objectに割り当てられる永続的なID

DOIの前に「https://doi.org/」を付けることにより、URLとして機能

Objectへの永続的なアクセスを保証



DOIとは
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DOI
Database

＜ ＞
＜DOI＞ 10.1000/123
＜URL＞ https://www<jalc>.com

DOIを登録すると・・・
・世界で流通する識別子を付与できる
・永続的なURLが与えられ、リンク切れを防ぎ、アクセシビリティが向上
・引用、被引用、検索、参照に利用可能（相互運用性の向上）
・統計や文献同定など、コンテンツ単位での管理が容易に

① DOI・URLを登録

② コンテンツホルダーがURL情報を変更

＜DOI＞ 10.1000/123
＜URL＞https://www%jalc.com

③ DOIにより新しいURLへ
アクセス可能
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2012年3月にDOI財団に認定された日本のDOI登録機関。

日本国内の電子化されたコンテンツにDOI を登録。
【DOI登録対象コンテンツ種別】

ジャーナル論文、書籍、研究データ、eラーニングなど

国内学術機関（4機関）が共同で運営

国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) ※事務局

国立研究開発法人物質・材料研究機構

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所

国立国会図書館

正会員：57機関、準会員：2,471機関（2021年3月末時点）

JaLCとは
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出版社、
研究機関等

J-STAGE利用学協会等 学術機関リポジトリ（JAIRO)

NDL

国際出版機関を
利用できる学会等

JaLC会員機関
正会員:  57

準会員:  2,471

JaLCにおけるDOI付与



JaLCを通して登録されたDOI件数
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コンテンツ別DOI登録件数
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Total

8,858,292
（2021,3）

Journal Articles
82%

Books
16%

Research Data
2％ Journal Articles: 7.3 Million

JaLC :      4.8 Million
Crssref:     2.5 Million

Books:  1.4 Million

Research Data:  0.2 Million
JaLC :   0.2 Million
DataCite:  2,605

Others: 4,851



57%

5%

30%

8%

JaLCにおける主なDOI登録コンテンツ
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JaLC Total DOI

8,858,292
（2021,3）

国内のJ-STAGE利用学会
（1,800以上）が発行する論文

NII JAIROを利用する
約500の学術機関リポジトリ

NDLが収集する
国内のデジタルコンテンツ
（図書、古典籍資料など）
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研究におけるIDの活用について
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研究に関わる様々なものに特有のIDが登録され、それらが相互に
連携する国際的な枠組みが作られつつある

各IDどうしの連携により、研究環境がより良くなることが期待される

情報へのアクセス性向上

研究コンテンツの利活用促進

データ信頼性の向上 etc...

研究者

研究コンテンツ

研究機関

助成機関

出版社

Grant ID



JaLCのPID連携① ORCID（2020）
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研究者

研究機関

助成機関

出版社

Grant ID

国際的な研究者ID・ORCIDと連携！

研究者が、JaLC DOIの付与された自身の研究成果に関する情報を
ORCIDの成果情報に容易に登録が可能に

研究者

研究コンテンツ

2020年夏、
ORCID連携機能リリース



JaLCのPID連携② 今後の予定
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研究者

研究機関

助成機関

出版社

Grant ID

2021年以降も、国内外のID・サービスとの連携を検討中

研究者

研究コンテンツ

助成課題「Grant ID」

研究機関「ROR」

DataCite

「PID Graph」「DataCite Commons」

Crossref「Event Data」

研究者「researchmap」
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まとめ

日本においても学術コンテンツを対象に広くDOIが登録されている。

DOIはコンテンツへの永続的なアクセスの保証だけでなく、引用・被
引用情報にも活用されている。

JaLCにおけるDOI登録では学術論文・書籍の占有率が高い。

研究現場におけるID連携の重要性は高い。
国際的な流れを受けて、JaLCもORCIDとの連携を開始した。

引き続き国内外のIDとの連携をすすめていく予定。
研究環境の整備、効率化に貢献。



Thank you for your attention!!



DOI登録例: Journal Articles
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■ J-STAGE: 日本の学術論文プラットフォーム

https://doi.org/10.1241/johokanri.60.447
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■ JAEA 再処理プロセス・化学ハンドブック第3版

https://doi.org/10.11484/jaea-review-2015-002

DOI登録例: 書籍
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京都大学リポジトリ「紅」収容の論文付随データ

https://doi.org/10.14989/250701

DOI登録例: 研究データ
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■ 国立国会図書館 古典籍資料
https://doi.org/10.11501/1287166

DOIs are registered so that everyone can stably reach the image of the work that is the 
basis of the thesis of the humanities.

DOI登録例: 古典籍資料
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■ NBDC NBDCと提供サービスについての説明（2020）

https://doi.org/10.7875/togotv.2020.013

DOI登録例: e-Learning
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■ J-STAGEにおける被引用情報の表示

DOIの活用



JaLCにおけるDOI付与
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論文/Journal

書籍/Books

研究データ/Books

e-Learning


